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マ
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終
わ
り
には

じ
め
に
─
─
国
際
自
由
経
済
体
制
の
構
築
に
向
け
て

周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
第
二
次
大
戦
後
計
画
は
す
で
に
戦
争
中
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
第
一
次
大
戦
後
に
平

和
を
維
持
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
こ
と
か
ら
得
た
三
つ
の
教
訓
に
基
づ
い
て
い
た
。
第
一
の
教
訓
は
、
パ
リ
で
行
わ
れ
た
不
戦
条
約
会
議
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の
席
上
で
、
ア
メ
リ
カ
代
表
団
が
致
命
的
な
準
備
不
足
の
た
め
混
乱
し
有
効
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
た
と
え
戦

時
中
で
あ
っ
て
も
戦
後
問
題
に
つ
い
て
詳
細
な
計
画
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
が
Ｆ
・
Ｄ
・
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
内
で
は
共
有

さ
れ
て
い
た
。
第
二
の
教
訓
は
、
ア
メ
リ
カ
が
国
際
連
盟
に
加
盟
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
連
盟
の
機
能
不
全
化
で
あ
り
、
第
二
次
大
戦

後
の
対
外
政
策
は
国
際
機
関
へ
の
加
盟
を
前
提
に
構
想
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
強
い
意
志
が
政
権
内
で
広
ま
っ
て
い
た
。
第
三
の
教
訓

は
、
平
和
維
持
に
失
敗
し
た
大
き
な
理
由
は
、
第
一
次
大
戦
後
に
経
済
問
題
の
処
理
に
失
敗
し
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
次
大
戦
後
の
戦
後

計
画
で
は
経
済
問
題
の
処
理
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
っ
た（（
（

。

戦
時
中
で
も
戦
後
計
画
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
第
一
の
教
訓
を
背
景
と
し
た
基
本
的
認
識
を
前
提
に
、
第
二
の
教
訓
は
コ
ー
デ

ル
・
ハ
ル
国
務
長
官
と
サ
ム
ナ
ー
・
ウ
ェ
ル
ズ
国
務
次
官
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
集
団
的
安
全
保
障
機
関
と
し
て
の
国
際
連
合
設
立
へ
と

具
体
化
し
て
い
っ
た
。
第
三
の
教
訓
か
ら
ヘ
ン
リ
ー
・
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
財
務
長
官
と
ハ
リ
ー
・
デ
ク
ス
タ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
財
務
次
官
が
国

際
金
融
問
題
の
検
討
を
主
導
し
、
同
時
に
ハ
ル
国
務
長
官
の
特
別
顧
問
レ
オ
・
パ
ス
ボ
ル
ス
キ
ー
が
、
早
く
も
一
九
三
九
年
夏
以
降
、
戦

後
経
済
計
画
の
立
案
に
着
手
し
て
い
た（（
（

。
こ
の
際
、
議
論
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
は
、
今
眼
前
で
展
開
さ
れ
て
い
る
世
界
大
戦
の
原
因
を

め
ぐ
る
認
識
で
あ
っ
た
。
第
一
に
国
際
連
盟
失
敗
を
め
ぐ
る
原
因
論
で
あ
り
、
こ
れ
を
前
提
と
し
た
新
た
な
集
団
的
安
全
保
障
機
関
と
し

て
の
国
際
連
合
は
、
紆
余
曲
折
を
経
て
一
九
四
五
年
四
月
に
成
立
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

第
二
に
経
済
問
題
を
め
ぐ
る
原
因
論
で
あ
り
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
経
済
援
助
政
策
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま

ず
個
別
的
な
原
因
論
と
し
て
ド
イ
ツ
に
対
す
る
過
酷
な
賠
償
要
求
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
台
頭
を
許
し
た
と
い
う
認
識
で
あ
り（（
（

、
戦
争
終

結
後
に
お
け
る
賠
償
は
金
銭
賠
償
方
式
か
ら
実
物
賠
償
方
式
─
─
経
常
生
産
物
賠
償
・
設
備
賠
償
（
デ
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
）・
在
外
資
産
の
処

分
─
─
へ
の
転
換
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
実
物
賠
償
は
日
本
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
よ
り
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根
本
的
な
世
界
経
済
シ
ス
テ
ム
全
体
に
関
わ
る
原
因
論
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
化
が
通
貨
・
貿
易
戦
争
を
生
み
だ
し
、
そ
れ
が
大
戦
に

発
展
し
た
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
、
ド
ル
、
円
、
マ
ル
ク
な
ど
の
主
要
通
貨
が
一
定
地
域
を
支
配
し
つ
つ
、
通
貨
管
理

を
強
化
し
、
通
貨
安
を
誘
導
し
、
支
配
地
域
で
は
特
恵
関
税
を
採
用
し
な
が
ら
、
他
地
域
に
対
し
て
は
保
護
貿
易
政
策
を
採
用
し
た
こ
と

が
大
戦
発
生
の
根
本
原
因
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。
こ
の
認
識
か
ら
、
ま
ず
国
際
的
な
決
済
通
貨
を
創
出
し
て
、
経
常
赤
字
の
国

家
（
中
央
政
府
）
に
融
資
し
た
り
、
そ
の
他
の
地
方
自
治
体
や
第
三
セ
ク
タ
ー
的
な
公
的
機
関
の
公
共
事
業
に
融
資
す
る
組
織
を
設
立
し
、

同
時
に
保
護
貿
易
を
抑
制
し
て
自
由
貿
易
を
活
性
化
す
る
組
織
の
設
立
も
構
想
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
者
の
国
際
的
な
融
資
制
度
を

具
体
化
し
た
も
の
が
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
で
あ
り
、
金
一
オ
ン
ス
＝
三
五
米
ド
ル
で
規
定
さ
れ
た
米
ド
ル（（
（

が
国
際
決
済
通
貨
と
し
て
戦

後
自
由
経
済
体
制
の
柱
と
な
る
べ
き
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
と
国
際
復
興
開
発
銀
行
（
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｄ
、
以
下
世
界
銀
行
と
略
す
）
を
根
底
か

ら
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
者
の
た
め
の
制
度
と
し
て
Ｉ
Ｔ
Ｏ
（
国
際
貿
易
機
関
）
が
構
想
さ
れ
た
が
紆
余
曲
折
を
経
て
自
由
・
無
差

別
・
多
角
的
原
則
を
特
徴
と
す
る
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
（
関
税
と
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
）
が
「
代
替
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｏ
は
一
九
四
五
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
国
連
の
経
済
社
会
理
事
会
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
）
に
提
出
さ
れ
翌
四
六
年
に
検
討
が
開
始
さ
れ

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
貿
易
自
由
化
を
急
ぐ
ア
メ
リ
カ
大
手
資
本
の
要
請
を
受
け
た
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、
自
由
化

を
望
む
二
二
ヵ
国
と
暫
定
的
措
置
と
し
て
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
を
起
草
し
た
。
こ
れ
は
四
七
年
に
調
印
さ
れ
翌
四
八
年
に
発
効
し
、
同
年
に
完
成
し

た
Ｉ
Ｔ
Ｏ
憲
章（
国
際
貿
易
機
関
を
設
立
す
る
ハ
バ
ナ
憲
章
）に
統
合
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
っ
た
。し
か
し
Ｉ
Ｔ
Ｏ
設
立
の
唱
道
者
で
あ
っ
た
Ｊ
・

Ｍ
・
ケ
イ
ン
ズ
が
四
六
年
に
他
界
し
た
ば
か
り
か
、
推
進
者
で
あ
っ
た
ハ
ル
国
務
長
官
が
病
気
の
た
め
辞
任
し
た
た
め
「
世
界
を
作
り
直

そ
う
」
と
い
う
熱
気
が
消
え
、
ア
メ
リ
カ
で
は
戦
後
、
孤
立
主
義
的
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
議
会

は
Ｉ
Ｔ
Ｏ
憲
章
を
採
択
す
る
に
至
ら
ず
、
暫
定
的
と
さ
れ
た
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
が
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
一
九
四
七
年
一
〇
月
調
印
、
四
八
年



二
七
八

一
月
発
効
（
（
（

）。

こ
う
し
て
米
ソ
間
で
の
冷
戦
状
況
が
明
確
に
な
る
一
九
四
八
年
段
階
で
は
、
国
際
通
貨
・
金
融
制
度
と
し
て
の
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
＋
世
界
銀
行
）
と
、
自
由
貿
易
推
進
制
度
と
し
て
の
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
体
制
が
成
立
し
て
い
た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
議
会
内
外
で
は
、
伝

統
的
に
ア
メ
リ
カ
の
国
益
を
国
際
機
関
に
委
ね
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
強
く
存
在
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
「
大
企
業
や
大
銀
行
が
反

対
し
た
。
…
…
ア
メ
リ
カ
銀
行
協
会
会
長
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
副
総
裁
が
協
定
の
欠
陥
を
指
摘
し
て
い
た
」。「
議
会
で
は
、
彼
ら
を
代

弁
す
る
共
和
党
保
守
派
の
タ
フ
ト
上
院
議
員
ら
が
『
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
と
経
営
者
が
稼
い
だ
大
切
な
ド
ル
を
、
な
ぜ
そ
ん
な
基
金
に
つ

ぎ
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
』『
復
興
銀
行
に
大
量
の
ド
ル
を
出
資
し
な
が
ら
、
我
が
国
は
何
の
報
酬
も
得
ら
れ
な
い
』
と
反
対
し

た
（
（
（

」。
こ
う
し
た
議
会
内
外
の
強
い
反
対
論
を
背
景
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
協
定
を
批
准
す
る
に
当
た
っ
て
こ
の
制

度
を
「
監
視
す
る
」
組
織
を
設
置
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
設
置
さ
れ
た
の
が
「
国
際
通
貨
・
金
融
問
題
に
関
す

る
国
家
諮
問
会
議
（N

ational A
dvisory Council on International M

onetary and Financial Problem
s=N

A
C

）
で
あ
っ
た
。
マ
ー
シ
ャ

ル
・
プ
ラ
ン
の
発
表
（
一
九
四
七
年
六
月
）
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
援
助
政
策
を
含
む
対
外
経
済
・
金
融
政
策
は
こ
の
評
議
会
に
か
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。1　

対
外
援
助
政
策

一
国
の
政
府
が
経
済
発
展
段
階
の
遅
れ
た
国
家
や
地
域
に
、
経
済
開
発
や
福
祉
向
上
を
目
的
と
し
て
対
外
援
助
を
行
っ
た
の
は
イ
ギ
リ

ス
が
最
初
と
さ
れ
、
植
民
地
開
発
法
（Colonial D

evelopm
ent A

ct, 1929

）
に
基
づ
き
自
国
植
民
地
に
援
助
供
与
を
開
始
し
た
。
構
造
論
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的
に
い
え
ば
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
は
戦
前
に
イ
ギ
リ
ス
が
行
っ
て
い
た
役
割
を
ア
メ
リ
カ
が
継
承
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
ア
メ
リ
カ
が
継
承
し
た
経
済
援
助
の
起
源
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
五
九
年
発
表
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
議
会
下
院
外

交
委
員
会
報
告
書
は
、
戦
後
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
政
策
の
起
源
を
第
二
次
大
戦
中
の
武
器
貸
与
法
（
レ
ン
ド
・
リ
ー
ス
（
（
（

）
に
求

め
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
明
ら
か
に
戦
時
に
お
け
る
一
〇
〇
％
軍
事
援
助
で
あ
り
、
開
発
を
目
的
と
し
た
経
済
援
助
の
起
源
は
ト
ル
ー

マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
（
一
九
四
七
年
三
月
）
を
基
礎
と
し
た
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
は
今
更
い
う
ま
で
も
な
い（（
（

。
ま
た
開
発
で

は
な
く
喫
緊
の
復
旧
・
復
興
を
目
的
と
し
た
経
済
援
助
で
あ
る
ガ
リ
オ
ア
・
エ
ロ
ア
援
助
も
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
を
嚆
矢
と
す
る
長

期
的
か
つ
体
系
的
な
経
済
援
助
で
は
な
い
が
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
の
特
徴
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。

そ
も
そ
も
経
済
援
助
は
い
か
な
る
動
機
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
な
の
か
。
ク
ラ
シ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
立
場
に
立
つ
と
軍
事
援
助

は
い
う
ま
で
も
な
く
経
済
援
助
も
、
ド
ナ
ー
（
援
助
供
与
国
）
が
被
援
助
国
（
レ
シ
ピ
ア
ン
ト
）
内
に
軍
事
基
地
を
確
保
し
た
り
軍
事
協
力

を
取
り
付
け
る
な
ど
し
て
自
国
の
安
全
保
障
を
強
化
し
、
さ
ら
に
は
自
国
資
本
に
よ
る
レ
シ
ピ
ア
ン
ト
へ
の
輸
出
や
民
間
投
資
の
増
大
を

後
押
し
し
て
自
国
の
国
益
を
増
大
さ
せ
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
冷
戦
期
に
米
ソ
が
同
盟
国
は
も
と
よ
り
非

同
盟
諸
国
に
行
っ
た
経
済
・
軍
事
援
助
は
、
ま
さ
に
こ
の
立
場
か
ら
行
わ
れ
た
戦
略
援
助
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
立

場
に
立
つ
と
経
済
援
助
は
、
非
政
治
的
・
非
論
争
的
分
野
で
の
協
力
関
係
を
重
視
し
、
レ
シ
ピ
ア
ン
ト
の
経
済
開
発
や
福
祉
向
上
、
災
害

復
興
な
ど
人
道
的
目
的
の
た
め
に
行
わ
れ
る
と
説
明
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
立
場
に
立
つ
経
済
援
助
へ
の
見

方
は
、
特
に
冷
戦
終
結
後
は
国
際
開
発
協
力
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
レ
ジ
ー
ム
論
さ
ら
に
は
国
際
制
度
論
の
観
点
か
ら
理
解
さ

れ
て
い
る
。「
あ
る
特
定
の
争
点
領
域
に
お
い
て
、
ア
ク
タ
ー
の
期
待
が
収
斂
す
る
一
連
の
原
則
、
規
範
、
ル
ー
ル
、
意
思
決
定
手
続
き
」
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八
〇

と
Ｓ
・
Ｄ
・
ク
ラ
ズ
ナ
ー
が
定
義
し
た
レ
ジ
ー
ム（（
（

は
、
レ
ジ
ー
ム
が
国
家
行
動
に
与
え
る
影
響
や
レ
ジ
ー
ム
変
容
を
説
明
で
き
な
く
な
る

と
「
国
家
間
で
交
渉
さ
れ
る
、
明
示
的
な
規
則
を
持
つ
制
度
」
と
し
て
の
国
際
制
度
と
し
て
再
定
義
さ
れ
、
な
い
し
は
「
進
化
」
し
た
。

こ
の
国
際
制
度
の
中
で
「
所
与
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
ア
ク
タ
ー
の
た
め
の
適
切
な
行
動
基
準
」
と
し
て
の
国
際
規
範
と
し
て
国

際
開
発
協
力
が
行
わ
れ
る
と
見
る
こ
と
に
な
る
。

Ｓ
・
Ｗ
・
フ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
二
つ
の
見
方
の
う
ち
前
者
は
パ
ワ
ー
エ
リ
ー
ト
の
立
場
で
外
交
政
策
関
係
者
に
支
持
さ
れ
、

ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
方
式
重
視
で
行
わ
れ
、
後
者
は
国
民
大
衆
の
立
場
で
技
術
援
助
関
係
者
に
支
持
さ
れ
、
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
方
式
重
視
で

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る（（（
（

。

ネ
オ
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
ド
ナ
ー
た
る
先
進
資
本
主
義
諸
国
の
二
国
間
援
助
は
レ
シ
ピ
ア
ン
ト
を
政
治
的
・
軍
事
的
に
従
属
さ
せ
、
多

国
間
援
助
は
ド
ナ
ー
諸
国
の
国
際
分
業
と
協
調
に
よ
り「
北
」の「
南
」に
対
す
る
構
造
的
優
位
を
維
持
し
続
け
る
た
め
の
も
の
と
捉
え
る
。

さ
ら
に
こ
の
立
場
は
、
援
助
・
被
援
助
の
関
係
は
世
界
経
済
に
お
け
る
南
北
間
の
不
平
等
性
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
レ
シ

ピ
ア
ン
ト
内
の
政
治
経
済
的
エ
リ
ー
ト
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
強
化
さ
え
す
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
こ
の
批
判
は
ネ
オ
マ
ル
ク
ス
主
義

理
論
の
中
で
も
特
に
従
属
論
の
視
点
か
ら
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る（（（
（

。

マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
ネ
オ
マ
ル
ク
ス
主
義
い
ず
れ
の
立
場
か
ら
も
解
釈
で
き
る
特
徴
を
有
す

る
多
面
性
を
持
っ
た
援
助
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
発
表
と
そ
の
執
行
も
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
、
米
ソ

間
の
緊
張
関
係
が
冷
戦
と
も
い
え
る
状
態
に
「
発
展
」
し
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
対
外
経
済
援
助
は
軍
事
援
助
と

と
も
に
レ
シ
ピ
ア
ン
ト
諸
国
を
ア
メ
リ
カ
・
ブ
ロ
ッ
ク
に
組
み
込
む
た
め
の
戦
略
援
助
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
ガ
リ
オ
ア
・
エ
ロ
ア
援
助
は
、
前
者
が
被
占
領
地
の
緊
急
救
済
、
後
者
が
経
済
復
旧
を
主
目
的
と
し
た
性
格
の
単
純
・
明
快
な
も
の
で
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一

ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
政
策
の
源
流
（
滝
田
）

あ
っ
た
が
、「
見
返
り
資
金
」
で
あ
り
ア
メ
リ
カ
の
対
外
経
済
援
助
の
本
質
の
一
面
を
物
語
る
も
の
で
も
あ
っ
た（（（
（

。

　
　

ア
メ
リ
カ
の
対
外
経
済
政
策
と
国
際
関
係

一
九
四
一
・　

三
・
一
一　

武
器
貸
与
法
成
立
→
執
行
開
始

一
九
四
四
・　

七
・
一　
　

ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
会
議
→
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
協
定
調
印
（
七
月
二
二
日
）

一
九
四
五
・　

四
・
二
五　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
→
国
際
連
合
憲
章
、
調
印

　
　
　
　
　
　

五
・
七　
　

ド
イ
ツ
、
降
伏

　
　
　
　
　
　

七
・
三
一　

ア
メ
リ
カ
議
会
、
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
協
定
法
案
可
決

　
　
　
　
　
　

八　
　
　
　

ト
ル
ー
マ
ン
、
武
器
貸
与
の
停
止
発
表
→
九
・
二
同
法
廃
止

　
　
　
　
　
　

九
・
初
旬　

Ｎ
Ａ
Ｃ
設
置

　
　
　
　
　

一
〇
・
二
四　

国
連
憲
章
、
発
効

　
　
　
　
　

一
二
・　

六　

米
英
金
融
・
通
商
協
定
成
立

　
　
　
　
　

一
二
・　

七　

ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
協
定
、
発
効
→
世
銀
、
設
立

一
九
四
六
・　

二　
　
　
　

米
、
関
税
引
き
下
げ
交
渉
の
た
め
の
文
書
（
プ
ロ
ト
コ
ル
）
と
Ｉ
Ｔ
Ｏ
憲
章
作
成
を
別
々
に
行
う
ツ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
・
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
ー
チ
確
認

　
　
　
　
　
　

七　
　
　
　

米
、
Ｉ
Ｔ
Ｏ
憲
章
草
案
作
成
し
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
と
い
う
言
葉
を
使
う

一
九
四
七
・　

三
・　

一　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
業
務
開
始

　
　
　
　
　
　

三
・
一
二　

ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
発
表

　
　
　
　
　
　

五
・
二
二　

ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
援
助
法
成
立

　
　
　
　
　
　

六
・　

五　

マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
発
表

　
　
　
　
　
　

七　
　
　
　

欧
州
経
済
協
力
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
設
立

　
　
　
　
　

一
〇
・
三
〇　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
調
印
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二

　
　
　
　
　

一
二
・
一
七　

米
、
一
九
四
七
年
対
外
援
助
法
成
立

一
九
四
八
・　

一
・　

一　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
発
効

　
　
　
　
　
　

四
・　

二　

米
、
一
九
四
八
年
対
外
援
助
法
成
立
（
→
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
援
助
、
中
国
援
助
）

　
　
　
　
　
　

四
・　

三　

米
、
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
開
始
（
〜
一
九
五
一
年
一
二
月
）

　
　
　
　
　
　

四
・　

六　

→
援
助
実
施
機
関
と
し
て
Ｅ
Ｃ
Ａ
設
立
（
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
本
部
、
パ
リ
に
代
表
事
務
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
、
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
を
Ｏ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
改
組
（
←
ソ
連
・
東
欧
諸
国
不
参
加
、
ド
イ
ツ
西
側
地
域
、
参
加
）

一
九
五
一
・
一
〇　
　
　
　

相
互
安
全
保
障
法
（M

utual Security A
ct=M

SA

）
成
立
→
五
一
・
一
二　

Ｅ
Ｃ
Ａ
廃
止
→
相
互
安
全
保
障
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（M

utual Security A
gency

）
設
置
（
Ａ
・
ハ
リ
マ
ン
長
官
）→
一
九
六
一　

国
際
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）

一
九
五
二
・　

一　
　
　
　

米
国
特
使
在
欧
事
務
所
が
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
連
絡
・
調
整
事
務
所
と
し
て
パ
リ
に
設
置
さ
る
（
Ｗ
・
ド
レ
イ
パ
ー
特
使
）

2　
Ｎ
Ａ
Ｃ
設
置
を
め
ぐ
る
経
緯
と
そ
の
機
能

ア
メ
リ
カ
が
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
に
参
加
し
大
量
の
ド
ル
を
注
入
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
納
税
者
の
大
金
を
無
駄
に
す
る
も
の

で
あ
る
と
か
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
と
の
反
対
論
が
根
強
か
っ
た
た
め
、
第
七
九
ア
メ
リ
カ
議
会
が
ブ
レ
ト

ン
ウ
ッ
ズ
協
定
を
承
認
す
る
際
に
、「
国
際
通
貨
・
金
融
問
題
に
関
す
る
国
家
諮
問
会
議
（N

ational A
dvisory Council on International 

M
onetary and Financial Problem

s

、
以
下
Ｎ
Ａ
Ｃ
と
略
す
）」
を
設
置
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
協
定
承
認
法
（
公
法

一
七
一
号
）
の
第
四
条
に
そ
の
設
置
と
構
成
、
職
務
を
規
定
し
、
一
九
四
五
年
七
月
三
一
日
に
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
署
名
し
成
立
し
た（（（
（

。

Ｎ
Ａ
Ｃ
は
、
財
務
長
官
（
委
員
長
）、
国
務
長
官
、
商
務
長
官
、
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
議
長
、
ワ
シ
ン
ト
ン
輸
出
入
銀
行
総

裁
か
ら
構
成
さ
れ
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
世
界
銀
行
の
ア
メ
リ
カ
代
表
、
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
政
府
の
全
て
の
機
関
の
代
表
が
、
対
外
ロ
ー
ン
政
策
の



二
八
三

ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
政
策
の
源
流
（
滝
田
）

決
定
に
参
加
し
た
り
対
外
為
替
問
題
に
関
与
す
る
場
合
の
行
動
と
政
策
を
調
整
す
る
こ
と
が
任
務
と
さ
れ
た（（（
（

。

　
　

Ｎ
Ａ
Ｃ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
（
一
九
四
六
年
三
月
四
日
現
在
）

財
務
長
官
（
委
員
長
）：
フ
レ
ッ
ド
・
Ｍ
・
ヴ
ィ
ン
ソ
ン　
（
代
理
）
財
務
次
官
補
ハ
リ
ー
・
Ｄ
・
ホ
ワ
イ
ト　
　
　
　

国
務
長
官
：
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｆ
・
バ
ー
ン
ズ　
（
代
理
）
国
務
次
官
補
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｌ
・
ク
レ
イ
ト
ン

商
務
長
官
：
ヘ
ン
リ
ー
・
Ａ
・
ウ
ォ
ー
レ
ス　
（
代
理
）
商
務
次
官
補
ア
ー
サ
ー
・
ポ
ー
ル

連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
議
長
：
マ
リ
ナ
ー
・
Ｓ
・
エ
ク
ク
レ
ス　
（
代
理
）
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
代
理
Ｊ
・
バ
ー
ク
・
ナ
ッ
プ

ワ
シ
ン
ト
ン
輸
出
入
銀
行
総
裁
：
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｍ
・
マ
ー
チ
ン　
（
代
理
）
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ガ
ス
ト
ン

Ｎ
Ａ
Ｃ
事
務
局
長
：
フ
ラ
ン
ク
・
コ
ー
（
財
務
省
金
融
研
究
所
所
長
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
は
当
初
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
世
界
銀
行
の
政
策
や
行
動
を
、
ア
メ
リ
カ
の
国
益
維
持
の
観
点
か
ら
省
庁
間
の
調
整
を
す
る
目
的
で
設
立

さ
れ
た
が
、
設
立
以
降
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
を
は
じ
め
ア
メ
リ
カ
政
府
が
関
わ
る
対
外
ロ
ー
ン
、
外
国
為
替
や
金
融
取
引
を
含
む
ア

メ
リ
カ
の
対
外
経
済
政
策
全
て
の
決
定
に
も
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
極
め
て
重
要
な
組
織
と
な
っ
て
い
っ
た
。
日
本
占
領
期
に
ア
メ
リ
カ

政
府
が
円
・
ド
ル
の
為
替
レ
ー
ト
を
決
定
す
る
際
に
も
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（Suprem

e Com
m

ander for A
llied Pow

ers

＝
連
合
国
最
高
司
令
官
）

が
、
ド
ッ
ジ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
引
き
連
れ
て
来
日
し
た
（
一
九
四
九
年
二
月
）
ジ
ョ
セ
フ
・
ド
ッ
ジ
の
了
解
を
得
て
米
一
ド
ル
＝
三
三
〇
円

案
を
提
出
し
た
が
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
は
米
一
ド
ル
＝
三
六
〇
円
案
を
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
強
く
勧
告
し
日
本
政
府
に
発
表
さ
せ
た
。
一
九
四
九
年
四
月

二
五
日
零
時
よ
り
米
一
ド
ル
＝
三
六
〇
円
と
い
う
単
一
為
替
レ
ー
ト
に
よ
る
取
引
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（（（
（

。
ま
た
本
稿
の
テ
ー
マ

で
あ
る
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
根
拠
法
で
あ
る
一
九
四
八
年
対
外
援
助
法
第
一
編
で
も
政
府
が
そ
の
執
行
す
る
場
合
に
は
Ｎ
Ａ
Ｃ
と
協

議
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
第
一
〇
六
節
や
第
一
一
一
節
）。



二
八
四

3　

マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
構
造
と
そ
の
執
行
組
織

マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
（
欧
州
復
興
計
画
）
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
は
膨
大
な
研
究
成
果
の
蓄
積
が
あ
る
の
で
本
稿
で
は
詳
述
し
な
い

が
、
共
産
主
義
の
拡
大
を
阻
止
し
、
自
由
と
民
主
主
義
を
防
衛
し
て
い
く
と
い
う
強
い
意
志
を
示
し
た
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
を
経

済
的
に
実
質
化
す
る
た
め
─
─
軍
事
的
に
実
質
化
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
面
の
多
国
間
軍
事
機
構
と
し
て
の
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
と
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
方
面
の
二
国
間
軍
事
同
盟
網
（
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
ハ
ブ
・
ス
ポ
ー
ク
同
盟
網
）
が
設
立
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
─
─
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、
実
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
発
表
と
そ
の
推
進
が
米
ソ
対

立
を
一
挙
に
激
化
さ
せ
、
冷
戦
と
認
識
さ
れ
る
国
際
状
況
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
と
マ
ー

シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
が
冷
戦
発
生
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
政
治
現
象
に
限
ら
ず
経
済
・
社
会
現
象
は
単
一
の

原
因
で
説
明
で
き
る
ほ
ど
そ
の
発
生
は
単
純
で
は
な
く
、
い
く
つ
も
の
原
因
が
相
互
に
絡
み
合
い
な
が
ら
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
単
一

原
因
論
で
説
明
で
き
る
現
象
が
皆
無
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
の
、
人
間
社
会
で
発
生
す
る
現
象
は
複
合
原
因
論
で
よ
り
説
得
的

に
説
明
で
き
る
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
冷
戦
も
そ
の
よ
う
な
現
象
の
一
つ
で
あ
り
、
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ

ン
と
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
だ
け
で
発
生
・
激
化
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る（（（
（

。

マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
が
単
に
共
産
主
義
の
拡
大
阻
止
だ
け
を
目
的
と
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
が
現
実
に
実
施
さ
れ

る
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
る
。
即
ち
こ
の
プ
ラ
ン
を
実
施
す
る
大
前
提
と
し
て
戦
後
直
後
の
ア
メ
リ

カ
に
は
巨
大
な
資
本
と
過
剰
農
産
物
を
含
む
膨
大
な
財
が
存
在
し
、
一
方
で
戦
争
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
膨
大
な
潜
在
需
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要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
は
実
現
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
復
興
を
達
成
す
る

一
石
二
鳥
の
効
果
を
持
つ
政
策
で
あ
っ
た
。
貧
困
と
混
乱
が
共
産
主
義
拡
大
の
温
床
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
認
識
も
議
会
内
外
で
共
有
さ

れ
─
─
初
期
の
「
冷
戦
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
と
も
い
え
る
─
─
た
た
め
、
一
石
二
鳥
ど
こ
ろ
か
一
石
三
鳥
の
効
果
す
ら
持
つ
も
の
と
い
え
よ

う
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
大
戦
を
主
導
し
た
ア
メ
リ
カ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
対
し
て
経
済
的
主
導
権
を
発
揮
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

内
包
し
た
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。

ア
メ
リ
カ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
対
す
る
最
初
の
経
済
援
助
は
、
一
九
四
七
年
対
外
援
助
法
（Foreign A

id A
ct of 1947

：
一
九
四
七

年
一
二
月
一
七
日
成
立
）
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
三
ヵ
国
（
後
に
、
中
国
［
国
民
政
府
］
も

追
加
し
た
）
に
お
け
る
当
面
の
経
済
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
の
緊
急
援
助
と
し
て
制
定
さ
れ
た
の
で
、
同
法
は
中
間
援
助
（Interim

 A
i

（
（（
（d

）

と
呼
ば
れ
た
。
一
九
四
七
年
一
二
月
〜
一
九
四
八
年
三
月
末
に
実
施
さ
れ
、
食
糧
、
燃
料
、
肥
料
、
種
子
、
繊
維
、
医
薬
品
な
ど
総
額

五
億
四
千
万
ド
ル
相
当
の
物
資
が
こ
れ
ら
諸
国
に
緊
急
援
助
さ
れ
た
。
欧
州
復
興
計
画
と
し
て
の
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
執
行
の
た
め
の

本
格
的
な
立
法
は
一
九
四
八
年
対
外
援
助
法
（Foreign A

ssistance A
ct of 1948

）
の
成
立
（
一
九
四
八
年
四
月
三
日
）
を
待
た
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
同
法
は
全
四
編
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の
第
一
編
（T

itle 1

）
こ
そ
が
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
執
行
の
根
拠
と
な
る
経
済
協
力

法
（Econom

ic Cooperation A
ct of 1948

）
で
あ
り
経
済
的
主
導
権
を
発
揮
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
詳
細
に
明
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
因

み
に
第
二
編
は
一
九
四
八
年
国
際
児
童
緊
急
基
金
援
助
法
、
第
三
編
は
一
九
四
八
年
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
援
助
法
、
第
四
編
は
中
国
援
助

法
で
あ
っ
た（（（
（

。
こ
の
法
律
が
成
立
し
た
三
日
後
の
四
月
六
日
に
、
こ
の
対
外
援
助
実
施
の
実
務
を
行
う
機
関
と
し
て
大
統
領
直
属
の
経
済

協
力
局
（Econom

ic Cooperation A
dm

inistration=ECA

）
が
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
執
行
を
監
視
す
る
た
め
に
連
邦
議

会
内
に
監
視
委
員
会
も
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
初
、
こ
の
Ｅ
Ｃ
Ａ
は
国
連
機
関
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
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点
で
は
国
連
に
加
盟
し
て
い
な
い
ド
イ
ツ
西
部
を
援
助
対
象
「
地
域
」
に
加
え
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
た
め
国
連
機
関
と
し
て
で
は
な

く
、
大
統
領
直
属
の
ア
メ
リ
カ
政
府
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
、
国
務
省
と
商
務
省
と
の
連
絡
を
密
に
と
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
Ｅ

Ｃ
Ａ
は
パ
リ
に
も
代
表
事
務
所
を
置
き
、
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
受
け
入
れ
機
関
で
あ
る
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
（
後
述
）
や
そ
の
加
盟
国
が
立
案
し
た
援

助
計
画
に
つ
い
て
審
査
し
、
援
助
の
執
行
を
決
定
し
、
加
盟
各
国
に
は
大
使
級
の
使
節
を
駐
在
さ
せ
て
加
盟
国
が
ア
メ
リ
カ
と
の
援
助
協

定
を
遵
守
し
て
い
る
か
監
督
し
て
い
た
。
第
二
次
大
戦
遂
行
の
た
め
ア
メ
リ
カ
政
府
内
に
臨
時
に
設
置
さ
れ
て
い
た
部
局
は
終
戦
と
と
も

に
廃
止
さ
れ
、
経
済
政
策
も
平
時
の
政
府
組
織
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
「
最
大
の
例
外
」
が
こ
の
Ｅ
Ｃ
Ａ
で
あ
っ
た（（（
（

。

同
時
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
受
け
入
れ
機
関
と
し
て
、
主
導
国
の
英
仏
を
加
え
た
一
六
ヵ

国
（
英
仏
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ト
ル
コ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
が
欧
州
経
済
協
力
委
員
会
（Com

m
ittee for European Econom

ic 

Cooperation=CEEC

）
を
設
置
（
一
九
四
七
年
七
月
）
し
た
。
し
か
し
ソ
連
や
東
欧
諸
国
の
参
加
拒
否
の
意
向
が
そ
の
直
前
に
は
明
確
に

な
っ
て
い
た
た
め
、
一
九
四
八
年
四
月
に
は
ド
イ
ツ
の
う
ち
ソ
連
占
領
地
域
を
除
く
地
域
も
援
助
対
象
と
し
て
、
英
米
統
合
占
領
地

域
と
フ
ラ
ン
ス
占
領
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
を
一
ヵ
国
と
み
な
し
一
八
ヵ
国
を
原
加
盟
国
と
す
る
欧
州
経
済
協
力
機
構
（O

rganization for 

European Econom
ic Cooperation=O

EEC

）
を
設
立
し
、
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｃ
同
様
、
本
部
を
パ
リ
に
置
き
、
加
盟
国
の
援
助
計
画
作
成
を
支
援
し

た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
承
認
を
前
提
に
援
助
資
金
を
加
盟
国
に
配
分
し
た
。
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4　

マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
執
行
と
問
題
点

マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
執
行
の
根
拠
法
で
あ
る
一
九
四
八
年
対
外
援
助
法
第
一
編
の
一
九
四
八
年
経
済
協
力
法
（
以
下
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・

プ
ラ
ン
）
の
目
的
は
表
面
的
に
は
、
あ
る
い
は
顕
教
的
に
は
、
そ
の
前
文
に
あ
る
よ
う
に
「
自
由
な
制
度
を
存
続
さ
せ
る
た
め
…
…
ア
メ

リ
カ
の
国
力
と
安
定
の
維
持
に
合
致
す
る
経
済
的
・
財
政
的
…
…
措
置
に
よ
り
世
界
平
和
及
び
ア
メ
リ
カ
の
一
般
的
福
祉
、
国
益
な
ら
び

に
外
交
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
（
（（
（

」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
本
音
、
即
ち
密
教
的
意
図
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
的
崩
壊

が
共
産
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
今
更
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。

マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
実
施
期
間
と
援
助
総
額
に
つ
い
て
は
論
者
に
よ
っ
て
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
一
九
四
八
年
四
月
二
日
に

一
九
四
八
年
対
外
援
助
法
が
成
立
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
・
援
助
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
終
了
時
期
に
つ
い
て
は
見
解
が

異
な
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
が
終
了
し
た
時
点
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
商
務
省
のA

. Supplem
ent to the Survey of Current 

Business: Foreign A
id 1940

─195

（
（（
（1

な
ど
を
根
拠
に
、
一
九
五
一
年
六
月
と
す
る
説
が
あ
る
一
方
、
五
一
年
一
二
月
末
と
す
る
説
も

あ
る
し
、
ギ
ャ
デ
ィ
ス
・
ス
ミ
ス
の
よ
う
に
一
九
五
二
年
六
月
ま
で
と
す
る
説
を
と
る
者
も
い
る（（（
（

。
こ
の
一
九
五
二
年
六
月
終
了
説
は
、

一
九
四
八
年
対
外
援
助
法
第
一
編
第
一
二
二
条
「
計
画
の
終
了
」
と
い
う
記
述
に
影
響
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
一
年
一
〇
月
に
相
互
安
全

保
障
法
（M

utual Security A
ct=M

SA

）
が
成
立
し
た
も
の
の
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
は
一
九
五
二
年
六
月
ま
で
継
続
し
、
七
月
以
降
ア

メ
リ
カ
の
対
外
援
助
は
同
法
に
基
づ
く
Ｍ
Ｓ
Ａ
援
助
に
一
元
化
さ
れ
た
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
こ
の
Ｍ
Ｓ
Ａ
へ
の
転
換
は
朝
鮮
戦
争
発

生
（
一
九
五
〇
年
六
月
）
を
一
大
契
機
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
が
明
確
に
軍
事
援
助
的
色
彩
を
強
め
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
も
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あ
っ
た
。
ま
た
総
額
も
一
二
〇
億
ド
ル
か
ら
一
三
〇
億
ド
ル
と
幅
が
あ
り
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
シ
ェ
イ
ン
は
約
一
二
七
億
ド
ル（（（
（

、
ギ
ャ
デ
ィ

ス
・
ス
ミ
ス
は
一
三
〇
億
ド
ル
超
と
し
て
い
る（（（
（

が
、
大
方
の
論
文
は
、
四
年
数
ヵ
月
の
間
に
供
与
し
た
援
助
総
額
は
一
三
一
億
五
千
万
ド

ル
で
一
致
し
て
い
る（（（
（

。
そ
し
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
の
八
〇
％
は
商
品
援
助
と
い
う
形
態
の
直
接
贈
与
で
あ
っ
た
。

　
　
　

　
　
　
　
　

原
料
・
半
製
品　
　
　
　
　

三
三
％　
　
　
　

燃
料　
　
　
　
　
　

一
六
％

　
　
　
　
　

食
糧
・
飼
料
・
肥
料　
　
　

二
九
％　
　
　
　

そ
の
他
の
商
品　
　
　

五
％

　
　
　
　
　

機
械
・
車
両　
　
　
　
　
　

一
七
％

初
年
度
の
一
九
四
八
年
四
月
以
降
、
商
品
援
助
の
大
半
を
占
め
て
い
た
の
は
食
糧
、
飼
料
、
肥
料
及
び
燃
料
の
よ
う
な
差
し
迫
っ
た
食

糧
難
に
対
処
す
る
品
目
で
あ
っ
た
が
、
翌
四
九
年
に
な
る
と
各
国
経
済
を
本
格
復
興
さ
せ
る
た
め
の
工
作
機
械
な
ど
に
重
点
が
置
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
商
品
の
約
七
〇
％
が
ア
メ
リ
カ
で
、
約
一
二
％
が
カ
ナ
ダ
で
、
約
八
％
が
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
で
、
約
四
％

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
援
助
参
加
国
で
、
残
り
約
六
％
の
ほ
と
ん
ど
が
中
東
（
石
油
）
で
購
入
さ
れ
た（（（
（

。
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
の
八
〇
％
が
商
品

援
助
で
、
そ
の
約
七
〇
％
─
─
全
体
で
見
れ
ば
約
五
六
％
─
─
が
ア
メ
リ
カ
国
内
で
調
達
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
一
九
四
八
年
対
外
援
助
法
第
一
編
第
一
一
二
条
「
国
内
経
済
の
保
護
」（
ａ
）
項
は
、「
Ｅ
Ｃ
Ａ
長
官
は
、
合
衆
国
資
源
の
枯
渇

及
び
合
衆
国
経
済
に
対
す
る
影
響
を
最
小
限
に
し
、
合
衆
国
国
民
の
重
要
な
必
要
品
の
充
足
を
阻
害
し
な
い
よ
う
な
方
法
で
…
…
合
衆
国

に
お
い
て
（
傍
線
、
筆
者
）
物
資
調
達
の
措
置
を
と
る
」
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
商
品
援
助
の
七
〇
％
が
ア
メ
リ
カ
国
内
で
調
達
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
は
、
援
助
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
産
の
品
目
は
ア
メ
リ
カ
経
済
に
影
響
を
与
え
な
い
品
目
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
即
ち

過
剰
生
産
さ
れ
た
品
目
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
食
糧
・
飼
料
の
う
ち
小
麦
は
過
剰
生
産
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
第
一
一
二
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条
の
各
項
で
如
実
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。（
ｃ
）
項
で
は
ア
メ
リ
カ
で
生
産
さ
れ
る
小
麦
の
二
五
％
以
上
を
贈
与
す
る
こ
と
、（
ｄ
）
項
目

で
は
余
剰
農
産
物
の
調
達
は
ア
メ
リ
カ
国
内
に
限
定
す
る
こ
と
、
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、
石
油
お
よ
び
石
油
製
品
は
、
第
一
一
二
条
（
ｂ
）
項
の
規
定
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
で
き
る
限
り
合
衆
国
以
外
の
石
油

資
源
に
よ
り
調
達
」
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
他
地
域
の
約
六
％
は
ほ
と
ん
ど
が
中
東
地
域
で
、
か
つ
こ
こ
で
調
達
す

る
商
品
は
ほ
と
ん
ど
が
石
油
で
あ
っ
た
。
ま
た
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
に
よ
る
物
資
の
外
国
へ
の
輸
送
は
、
五
〇
％
以
上
は
ア
メ
リ
カ
船
籍
の

船
舶
に
よ
る
こ
と
も
規
定
さ
れ
て
い
た
（
第
一
一
一
節
（
ａ
）
項
）。

終
わ
り
に

マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
の
当
初
支
出
計
画
は
、
一
九
四
八
年
四
月
一
日
〜
四
九
年
六
月
三
〇
日
分
が
六
八
億
ド
ル
、
四
九
年
七
月
一
日
〜

五
二
年
六
月
三
〇
日
分
が
一
〇
二
億
ド
ル
の
合
計
一
七
〇
億
ド
ル
で
あ
っ
た
。
既
述
し
た
よ
う
に
実
際
の
支
出
額
は
一
三
一
億
五
千
万
ド

ル
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
第
二
次
大
戦
中
の
ア
メ
リ
カ
の
戦
費
三
、四
一
〇
億
ド
ル
の
四
％
弱
で
、
計
画
期
間
中
の
四
年
間
の
ア
メ
リ
カ

の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
三
％
に
満
た
な
い
数
字
で
あ
っ
た（（（
（

。

マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
は
、
少
な
く
と
も
構
想
さ
れ
た
当
初
は
ソ
連
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
東
欧
諸
国
も
対
象
に
し
て
い
た
が
、
ソ
連
が

参
加
拒
否
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
の
発
想
と
結
び
つ
い
て
米
ソ
間
に
冷
戦
状
況
を
生
み
出
す
結
果
と
な
っ
た
。

大
戦
で
疲
弊
し
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
食
糧
・
医
薬
品
な
ど
の
生
活
必
需
品
を
緊
急
援
助
す
る
こ
と
が
当
初
の
一
大
目
標
で
あ
っ
た
が
、

冷
戦
状
況
が
深
化
す
る
中
で
、
こ
の
緊
急
援
助
の
目
的
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
貧
困
・
混
乱
に
よ
り
共
産
化
す
る
可
能
性
を
排
除
す
る
た
め



二
九
〇

の
反
共
政
策
の
一
環
と
し
て
変
質
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
の
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
は
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
巨

大
な
資
本
と
膨
大
な
過
剰
生
産
物
を
「
処
理
」
す
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
よ
り
長
期
的
な
国
益
追
求
の
観
点
か
ら
、

ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
と
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
体
制
の
中
心
的
な
構
築
者
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
は
、
国
内
通
貨
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
ド
ル
を
国
際
決

済
通
貨
に
押
し
上
げ
、
か
つ
自
由
貿
易
を
推
進
す
る
と
い
う
一
大
目
標
を
追
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
を
基
軸
と
し
つ

つ
ガ
リ
オ
ア
・
エ
ロ
ア
援
助
な
ど
戦
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
援
助
政
策
を
通
じ
て
ド
ル
の
国
際
化
と
自
由
貿
易
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
中
心

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
初
か
つ
最
大
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
は
、
ア
メ
リ

カ
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
僅
か
三
％
に
も
満
た
な
い
も
の
で
あ
り
、
相
対
的
に
軽
い
負
担
で
上
記
の
国
益
追
求
を
図
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し

ド
ル
を
基
軸
通
貨
と
し
自
由
貿
易
体
制
を
拡
大
・
深
化
さ
せ
る
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
は
ア
メ

リ
カ
中
心
の
ハ
ブ
・
ス
ポ
ー
ク
型
安
全
保
障
網
を
構
築
し
て
同
盟
国
に
軍
事
・
経
済
援
助
を
行
い
、
米
ソ
両
ブ
ロ
ッ
ク
境
界
地
域
で
の
紛

争
に
介
入
す
る
た
め
に
ド
ル
の
散
布
（
い
わ
ゆ
る
「
ド
ル
の
垂
れ
流
し
」）
を
し
た
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
に
財
政
的
負
荷
を
か
け
、
一
九
六
〇
年

代
末
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
に
か
け
ド
ル
不
安
を
生
み
、
一
九
七
一
年
八
月
の
金
・
ド
ル
の
交
換
停
止
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
た
時
、
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
は
今
日
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
既
述
し
た
よ
う
に
マ
ー

シ
ャ
ル
援
助
は
多
面
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
国
益
を
実
現
す
る
外
交
手
段
と
し
て
み
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
ば
か
り
で
な

く
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
マ
ー

シ
ャ
ル
援
助
は
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
の
源
流
・
原
型
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
先
進
資
本

主
義
国
の
対
外
援
助
の
原
型
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
開
発
援
助
あ
る
い
は
国
際

援
助
と
し
て
、
先
進
資
本
主
義
国
ば
か
り
で
な
く
中
国
な
ど
も
行
っ
て
い
る
が
、
現
実
は
国
益
追
求
の
外
交
手
段
と
し
て
「
進
化
」
し
て



二
九
一

ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
政
策
の
源
流
（
滝
田
）

き
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

第
二
節
「
Ｎ
Ａ
Ｃ
設
置
を
め
ぐ
る
経
緯
と
そ
の
機
能
」
で
も
概

略
説
明
し
た
よ
う
に
、
戦
後
初
期
の
段
階
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ

の
対
外
経
済
援
助
や
対
外
為
替
問
題
を
含
む
対
外
経
済
政
策
は
全

て
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
で
の
審
議
・
検
討
を
経
つ
つ
議
会
の
承
認
を
受
け
て

執
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
Ｎ
Ａ
Ｃ
の
六
人
の
委
員
の
一
人
が
ワ

シ
ン
ト
ン
輸
出
入
銀
行
総
裁
で
あ
り
、
こ
の
事
実
が
ア
メ
リ
カ
の

対
外
経
済
援
助
の
性
格
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
ー

シ
ャ
ル
援
助
は
「
贈
与
、
現
金
支
払
い
、
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
（
借
款
：

筆
者
注
）
あ
る
い
は
長
官
（
Ｃ
Ｅ
Ａ
長
官
：
筆
者
注
）
の
適
当
と
認

め
る
そ
の
他
の
支
払
方
法
を
条
件
と
し
て
如
何
な
る
参
加
国
に
も

援
助
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
」（
第
一
一
一
条
（
ｃ
）
項（
1
））
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
、
援
助
が
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
（
借
款
）
で
あ
っ
た

場
合
Ｃ
Ｅ
Ａ
長
官
が
「
ワ
シ
ン
ト
ン
輸
出
入
銀
行
へ
資
金
を
割
り

当
て
…
…
Ｎ
Ａ
Ｃ
と
協
議
し
て
長
官
の
指
定
す
る
条
件
に
よ
り
ク

レ
デ
ィ
ッ
ト
を
設
定
し
か
つ
管
理
す
べ
き
も
の
と
す
る
」（
同
条

（
ｃ
）
項
（
2
））
こ
と
に
な
っ
た
。
贈
与
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
国
内

戦後アメリカの対外経済援助の地域構成       （単位：100 万ドル）

1946〜 48 年（援助割合） 1949 〜 52 年（援助割合） 5 年間合計額（援助割合）
ヨーロッパ 8,626（68.7％） 13,647（73.2％） 22,273（75.3％）
東 ア ジ ア 2,070（16.5％） 3,044（16.3％） 5,114（17.2％）
中　近　東 566（ 4.5％） 1,073（ 5.8％） 1,639（ 5.5％）
ラテン・アメリカ 98（ 0.8％） 98（ 0.4％） 196（ 0.6％）
南 ア ジ ア 40（ 0.3％） 261（ 1.4％） 301（ 1.1％）
オセアニア 17（ 0.1％） 8（　─　） 25（0.08％）
ア フ リ カ 10（ 0.1％） 6（　─　） 16（0.05％）

29,564（ 100％）
合　　　計 12,553（ 100％） 18,633（ 100％） 31,186

原典：AID, U.S. Overseas Loans and Grants: July 1, 1945 ─ June 30, 1975.
原典・注： 合計が一致しないのは、地域区分不能の部分があるため。
出所：川口融『アメリカの対外援助政策─その理念と政策形成─』20 頁、アジア経済研究所、

1980 年。
筆者・注：①右端の「5 年間合計と合計額 295 億 6400 万ドル」は筆者が計算・加筆した、②地

域は援助額が大きい順に入れ替えてある、③東アジア地域は、日本、琉球、朝鮮半島、
中国・台湾を含むが、1949 年 10 月中華人民共和国建国以降の中国と 1950 年 6 月以降の
朝鮮半島北部は含まれないと見るべきである、④マーシャル援助の対象となったヨーロッ
パ、特に西ヨーロッパへの援助が中心であったが、1946 年以降の緊急援助や 1947 年対外
援助法に基づく中間援助、ガリオア・エロア援助なども含む援助額と見るべきである。



二
九
二

の
過
剰
生
産
物
・
余
剰
農
産
物
を
税
金
に
よ
っ
て
買
い
上
げ
援
助
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
国
内
の
生
産
者
さ
ら
に
は
労
働

者
に
所
得
再
配
分
さ
れ
る
効
果
も
持
ち
、
借
款
の
場
合
は
ア
メ
リ
カ
の
対
外
輸
出
を
促
進
す
る
効
果
を
持
つ
国
家
資
本
主
義
的
政
策
と
い

う
性
格
を
帯
び
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
現
金
支
払
い
の
場
合
は
、
ド
ル
資
金
の
極
度
に
不
足
し
て
い
る
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
供
与
さ
れ

た
ド
ル
で
ア
メ
リ
カ
製
品
・
商
品
を
購
入
す
る
原
資
と
な
る
た
め
、
四
年
間
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
三
％
に
満
た
な
い
額
の
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
は
ア

メ
リ
カ
対
外
・
対
内
政
策
に
と
っ
て
極
め
て
効
果
的
な
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
傘
下
の
Ｄ
Ａ
Ｃ
加
盟
国
が
行
っ
て
い
る
多
国
間
・
二
国
間
援
助
の
う
ち
、
二
国
間
援
助
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
無
償
援
助
も
ド
ナ
ー
国

家
が
自
国
企
業
に
事
業
を
発
注
す
る
よ
う
仕
向
け
た
り
（
タ
イ
ド
＝
ひ
も
付
き
援
助
）、
ワ
シ
ン
ト
ン
輸
出
入
銀
行
を
模
範
に
し
て
設
立
さ

れ
た
各
国
の
輸
出
入
銀
行（（（
（

を
通
じ
た
有
償
援
助
の
借
款
に
よ
り
輸
出
促
進
を
支
援
す
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で

マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
は
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
対
外
経
済
援
助
政
策
の
源
流
で
あ
る
と
と
も
に
、
先
進
資
本
主
義
諸
国

の
、
一
面
で
は
国
際
協
力
と
い
う
性
格
を
持
ち
な
が
ら
、
他
面
で
は
ア
メ
リ
カ
主
導
の
自
由
貿
易
体
制
の
中
で
も
国
家
資
本
主
義
的
性
格

も
併
せ
持
つ
対
外
援
助
の
源
流
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
1
）
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｎ
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
（
村
野
孝
・
加
瀬
正
一
訳
）『
国
際
通
貨
体
制
成
立
史
（
上
）』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
〇
五
頁
。

（
2
）
ガ
ー
ド
ナ
ー
、
前
掲
書
一
〇
五
─
一
〇
六
頁
。

（
3
）
英
仏
な
ど
の
西
欧
同
盟
諸
国
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
巨
額
の
戦
時
債
務
を
返
済
す
る
た
め
に
、
下
の
表
に
見
る
よ
う
に
敗
戦
国
ド
イ
ツ
か
ら
巨

額
の
賠
償
金
（
金
銭
賠
償
）
を
取
り
立
て
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
4
）
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
協
定
（
一
九
四
四
年
七
月
二
二
日
）
で
は
金
一
オ
ン
ス
＝
三
五
米
ド
ル
で
兌
換
す
る
こ
と
は
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

参
加
し
た
四
四
ヵ
国
の
代
表
は
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
。
そ
れ
は
一
九
三
四
年
一
月
末
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
平
価
切
下
げ
に
際
し
て
金
準
備



二
九
三

ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
政
策
の
源
流
（
滝
田
）

法
（Gold Reserve A

ct of 1934

）
を
公
布
し
、
国
内
の
新
産
金
や
民
間
保
有
の
金
を
全
て
国

有
化
し
、
対
外
的
に
は
金
一
オ
ン
ス
＝
＄
三
五
で
金
の
売
買
に
応
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
米

ド
ル
は
金
へ
の
交
換
性
が
確
実
で
あ
っ
た
た
め
、英
仏
な
ど
の
西
欧
諸
国
通
貨
が
交
換
性
を
失
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
高
い
生
産
性
に
も
裏
付
け
ら
れ
、
ド
ル
は
実
質
的
に
国
際
通
貨
と
な
っ

て
い
た
と
い
う
背
景
が
あ
る
。

（
5
）
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
は
暫
定
的
に
成
立
し
た
た
め
組
織
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に

代
替
す
る
組
織
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
成
果
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
実
際
に
は
八
回
の

貿
易
自
由
化
交
渉
（
ラ
ウ
ン
ド
）
に
よ
り
平
均
関
税
率
は
五
〇
％
か
ら
五
％
ま
で
引
き
下
げ
ら

れ
た
。

（
6
）Leo Panitch and Sam

 Gindin, T
he M

aking of Global Capitalism
: Political Econom

y 
of A

m
erican Em

pire. V
erso, 2012. p. 79.  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
『
日
本
の
条
件
2
：
マ
ネ
ー 

①
変
動
相
場
制
の
時
代
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
三
一
─
一
三
二
頁
。

（
7
）
武
器
貸
与
（
武
器
貸
与
法:

一
九
四
一
年
三
月
一
一
日
成
立
）
は
一
九
四
一
年
三
月
か
ら
開

始
さ
れ
、
四
五
年
九
月
二
日
（
因
み
に
同
日
、
日
本
は
降
伏
文
書
に
署
名
）
ア
メ
リ
カ
政
府
が

突
如
と
し
て
中
止
を
発
表
す
る
ま
で
四
年
半
に
わ
た
り
、
総
額
約
五
〇
〇
億
ド
ル
が
連
合
国
に

供
与
さ
れ
た
（
イ
ギ
リ
ス
三
一
四
億
ド
ル
、
ソ
連
一
一
三
億
ド
ル
、
フ
ラ
ン
ス
三
二
億
ド
ル
、

中
国
（
国
民
政
府
）
一
六
億
ド
ル
）。
第
一
次
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
が
戦
時
債
権
を
英
仏
な
ど
か

ら
取
り
立
て
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
英
仏
な
ど
に
よ
る
過
酷
な
対
独
賠
償
請
求
に
繋
が
っ
た
と

の
反
省
の
上
に
立
っ
て
、
敗
戦
国
に
対
し
て
は
金
銭
賠
償
を
止
め
実
物
賠
償
に
転
換
し
、
同
盟

国
へ
の
武
器
貸
与
の
「
見
返
り
」
と
し
て
は
、①
安
値
で
の
売
却
、②
「
逆
レ
ン
ド
・
リ
ー
ス
（
＝

相
互
援
助
）」、
即
ち
ア
メ
リ
カ
へ
の
軍
事
基
地
の
提
供
や
同
盟
国
側
で
余
裕
の
あ
る
軍
事
物
資
・

機
器
や
食
料
の
提
供
、
③
戦
後
に
お
け
る
多
角
的
貿
易
体
制
樹
立
に
協
力
を
得
る
、
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
た
。
武
器
貸
与
は
基
本
的
に
は
一
〇
〇
％
軍
事
援
助
で
は
あ
る
も
の
の
、
戦
後
の

主要国間の賠償・戦債の支払い及び受取り
                        （1924 年 7 月 1 日〜 1931 年 6 月 30 日）（100 万ドル、時価）

受　取　り 支　払　い ネット・ポジション

ドイツから 全ての主要
債務国から アメリカへ イギリスへ 合　計 （受取り＋、支払い−）

イギリス 564.9 881.3 1,122.1 1,122.1 − 240.8
フランス 1,426.0 1,426.0 220.8 197.1 417.9 ＋ 1,008.1
イタリア 203.2 203.2 33.0 107.1 140.1 ＋ 63.1
ベルギー 182.2 182.2 39.8 12.2 52.0 ＋ 130.2

原出：Clough, S.B., The Economic Development of Western Civilization, McGrew-Hill, 1959, p. 
416

出所：宮崎犀一・奥村茂次・森田桐郎編『近代国際経済要覧』東京大学出版会、1981 年、128 頁



二
九
四

経
済
体
制
構
想
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
（Leon M

artel, Lend-Lease, Loans, and the Com
ing of 

the Cold W
ar : A

 Study of the Im
plem

entation of Foreign Policy, W
estview

 Press, 1979.

特
にChapter 1

とChapter 3

）。

（
8
）
拙
稿
「
現
代
ア
メ
リ
カ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
─
変
容
と
現
状
─
」『
外
交
時
報
』
一
九
九
八
年
九
月
号
、
外
交
時
報
社
、
一
九
九
八
年
、
三
一
頁
。

（
9
）Stephen D

. K
rasner, International R

egim
e, Cornell U

niversity Press, 1983.

（
10
）Steven W

. H
ook, N

ational Interest and Foreign A
id to the M

illennium
, Boulder CO

: Lynne Rienner, 1996, p. 35.

（
11
）
星
野
英
一
「
民
主
化
と
米
国
の
対
外
援
助
」『
政
策
科
学
・
国
際
関
係
論
集
』
創
刊
号
、
琉
球
大
学
法
文
学
部
、
六
九
─
七
〇
頁
。

（
12
）
第
二
次
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
が
占
領
統
治
し
て
い
た
国
・
地
域
に
お
け
る
飢
餓
や
疫
病
の
拡
大
を
阻
止
し
て
占
領
行
政
を
円
滑
に
進
め
た
り
、

産
業
復
興
を
促
進
す
る
た
め
に
一
九
四
七
〜
五
一
年
に
か
け
陸
軍
省
の
軍
事
予
算
か
ら
支
出
し
て
行
っ
た
援
助
で
あ
り
、
そ
の
資
金
を
ガ
リ
オ
ア
・

エ
ロ
ア
資
金
と
呼
ぶ
。

①
ガ
リ
オ
ア
資
金
は
、
直
訳
す
れ
ば
「
占
領
地
域
救
済
政
府
資
金
（Governm

ent A
ppropriation for Relief in O

ccupied 
A

rea=GA
RIO

A

）」
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
旧
敵
国
で
あ
っ
た
西
ド
イ
ツ
と
日
本
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
朝
鮮
半
島
も
例
外
的
に
対
象
と
な
り
、

食
糧
・
肥
料
・
医
薬
品
・
石
油
な
ど
生
活
必
需
品
が
こ
れ
ら
の
国
・
地
域
に
援
助
さ
れ
た
。
し
か
し
西
ド
イ
ツ
は
一
九
四
八
年
七
月
ア
メ
リ
カ
と

の
協
定
に
よ
り
明
確
に
「
見
返
り
資
金
」
と
し
て
運
用
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
即
ち
西
ド
イ
ツ
に
輸
出
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
商
品
は
ド
イ

ツ
国
内
で
転
売
さ
れ
、
そ
の
売
上
代
金
が
政
府
に
よ
り
独
立
の
勘
定
と
し
て
計
上
さ
れ
る
「
見
返
り
資
金
」
と
な
っ
た
が
、
こ
の
資
金
の
利
用
に

は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
承
認
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
独
立
の
勘
定
と
し
て
扱
わ
れ
た
た
め
、
こ
の
資
金
は
被
援
助
国
で
あ
る
西
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
は

債
務
と
し
て
の
性
格
を
与
え
ら
れ
た
。
一
方
、
日
本
は
当
初
、
脱
脂
粉
乳
や
雑
穀
類
が
贈
与
と
し
て
援
助
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
、
そ
の
売
上
代

金
を
貿
易
資
金
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
、
貿
易
補
助
金
と
し
て
日
本
政
府
の
裁
量
で
運
用
し
て
い
た
。
し
か
し
一
九
四
九
年
、
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン

の
方
針
に
基
づ
き
西
ド
イ
ツ
同
様
に
「
見
返
り
資
金
」
と
し
て
の
運
用
を
義
務
付
け
ら
れ
た
。

②
エ
ロ
ア
資
金
は
直
訳
す
れ
ば
「
占
領
地
域
経
済
復
興
資
金
（Econom

ic Rehabilitation in O
ccupied A

ria Fund=ERO
A

 Fund

）」

で
あ
り
、
一
九
四
九
年
会
計
年
度
よ
り
陸
軍
省
予
算
か
ら
、
日
本
、
韓
国
、
琉
球
を
対
象
に
経
済
復
興
の
た
め
に
石
炭
、
鉄
鉱
石
、
工
作
機
械
、

綿
花
、
羊
毛
な
ど
の
生
産
物
資
を
購
入
す
る
た
め
に
支
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
商
品
を
輸
入
し
た
日
本
は
、
こ
れ
ら
を
国
内
で
売
却
し
、
そ
の
売

却
代
金
＝
円
貨
を
政
府
は
独
立
勘
定
と
し
て
蓄
積
し
て
、
通
貨
安
定
な
ど
に
利
用
し
た
。
当
初
は
ガ
リ
オ
ア
援
助
と
同
様
に
贈
与
（
＝
無
償
）
と

し
て
始
ま
っ
た
援
助
で
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
一
九
四
八
年
一
月
突
如
と
し
て
返
済
を
要
求
し
た
た
め
日
米
間
で
交
渉
が
断
続
的
に
行
わ



二
九
五

ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
政
策
の
源
流
（
滝
田
）

れ
、
一
九
六
一
年
六
月
、
返
済
額
四
億
九
千
万
ド
ル
、
返
済
期
間
一
五
年
、
年
利
二
・
五
％
を
条
件
に
返
済
協
定
を
締
結
し
た
。
日
本
は
返
済
期

限
よ
り
三
年
早
く
完
済
し
た
。返
済
金
の
大
部
分
は
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
る
低
開
発
地
域
援
助
で
あ
る
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
計
画
な
ど
に
利
用
さ
れ
、

一
部
は
日
米
教
育
文
化
交
流
協
定
計
画
に
充
て
ら
れ
た
。

③
ガ
リ
オ
ア
・
エ
ロ
ア
資
金
は
、
当
初
は
贈
与
と
し
て
始
ま
っ
た
が
、
日
本
政
府
は
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
に
従
い
一
九
四
九
年
四
月
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
令

に
よ
り
、
対
日
援
助
と
同
額
の
円
資
金
を
日
本
銀
行
に
政
府
名
義
の
米
国
対
日
援
助
見
返
資
金
特
別
会
計
（
米
国
対
日
援
助
見
返
資
金
特
別
会
計

法
に
基
づ
く
）
に
貯
蓄
し
て
い
っ
た
。
援
助
そ
の
も
の
は
一
九
五
二
年
で
終
了
し
た
が
、
特
別
会
計
は
五
三
年
七
月
ま
で
存
続
し
、
そ
の
後
は
、

産
業
投
資
特
別
会
計
に
引
き
継
が
れ
た
。
ガ
リ
オ
ア
・
エ
ロ
ア
援
助
に
よ
る
一
九
四
六
〜
一
九
五
一
年
の
間
の
対
日
援
助
額
は
一
八
億
ド
ル
超

（
一
九
四
九
年
四
月
二
五
日
以
降
、
一
ド
ル
＝
￥
三
六
〇
の
為
替
レ
ー
ト
が
決
定
し
た
）
で
あ
っ
た
の
で
、
返
済
額
四
億
九
千
万
ド
ル
は
二
七
％
に

あ
た
り
、
西
ド
イ
ツ
の
三
七
％
弱
よ
り
大
幅
に
減
額
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
場
合
、
援
助
期
間
が
一
九
四
七
年
以
降
で
は
な
く
、
一
九
四

六
年
以
降
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
一
九
四
六
年
七
月
以
降
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
に
よ
る
陸
軍
救
済
計
画
と
し
て
緊
急
に
実
施
さ
れ
た
プ
レ
・
ガ
リ
オ

ア
資
金
の
支
出
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

（
13
）T

he Bretton W
oods A

greem
ents A

ct, Public Law
 171, 79

th Congress. 

敢
え
て
訳
せ
ば
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
協
定
承
認
法
で
あ
り
、
全

一
四
条
か
ら
な
り
、
第
四
条
が
Ｎ
Ａ
Ｃ
の
権
限
、
機
能
を
規
定
し
て
い
た
。

Ｎ
Ａ
Ｃ
は
一
九
六
五
年
の
再
編
計
画
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
そ
の
機
能
は
大
統
領
に
移
管
さ
れ
た
が
、
一
九
六
五
年
七
月
二
八
日
の
大
統
領
行
政

命
令
（Executive O

rder

）
一
一
二
三
八
号
に
よ
り
暫
定
的
な
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
も
束
の
間
、
翌
六
六
年
二
月
一
四
日
、
大
統
領

行
政
命
令
一
一
二
六
九
号
に
よ
り
「
国
際
通
貨
・
金
融
政
策
に
関
す
る
国
家
諮
問
委
員
会
（N

ational A
dvisory Council on International 

M
onetary and Financial Policies

）」
と
し
て
復
活
し
た
（http;//w

w
w

.nixonlibrary.gov/forresearchers/find/textual/central/
subject/FG161.php

）。

（
14
）R

eport of the N
ational A

dvisory Council on International M
onetary and Financial Problem

s, M
essage from

 the President of 
the U

nited States, 79
th Congress, 2

nd Session, H
ouse of Representatives 

（D
ocum

ent N
o. 497

）
の
中
の
、
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
財
務
長
官

か
ら
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
へ
の
報
告
（
一
九
四
六
年
三
月
四
日
）。

（
15
）
ア
メ
リ
カ
の
日
本
占
領
政
策
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
占
領
期
日
本
が
経
済
復
興
し
て
社
会
経
済
的
に
安
定
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
対
外
貿
易
の
再
開
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
九
月
に
ア
メ
リ
カ
軍
を
中
心
と
す
る
連
合
国
軍
に
よ
る
本
格
的
な
日
本



二
九
六

占
領
政
策
が
開
始
さ
れ
た
時
点
で
、
軍
用
交
換
相
場
（
軍
人
・
軍
属
が
ド
ル
と
円
を
交
換
す
る
場
合
に
適
用
）
は
米
一
ド
ル
＝
五
円
で
あ
っ
た
が

イ
ン
フ
レ
の
た
め
四
七
年
三
月
に
は
米
一
ド
ル
＝
五
〇
円
、
さ
ら
に
四
八
年
七
月
に
は
米
一
ド
ル
＝
二
七
〇
円
ま
で
円
が
下
落
し
て
い
た
。
こ
う

し
た
現
実
を
背
景
と
し
つ
つ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
日
本
社
会
の
急
激
な
安
定
化
と
貿
易
再
開
の
た
め
の
固
定
為
替
レ
ー
ト
の
導
入
を
進
め
る
べ
き

で
あ
る
と
の
意
見
（
い
わ
ゆ
る
「
一
挙
安
定
論
」）
が
広
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
中
心
が
Ｎ
Ａ
Ｃ
で
あ
っ
た
。
一
方
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
と
日
本
政
府
、
と
り

わ
け
経
済
安
定
本
部
は
い
わ
ゆ
る
「
中
間
安
定
論
（
漸
次
的
安
定
化
）」
の
立
場
に
立
っ
て
、
当
面
は
現
実
的
な
、
と
い
う
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ

ず
急
激
な
変
化
を
回
避
し
つ
つ
複
数
為
替
レ
ー
ト
に
よ
り
日
本
社
会
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
結
局
は
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
総

意
と
も
い
う
べ
き
Ｎ
Ａ
Ｃ
の
主
張
が
通
っ
た
が
、
こ
の
日
本
社
会
一
挙
安
定
論
は
、
ベ
ル
リ
ン
危
機
（
四
八
年
六
月
二
四
日
〜
）
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
米
ソ
冷
戦
が
明
確
な
形
を
取
り
始
め
て
い
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
（
伊
藤
正
直
『
戦
後
日
本
の
対
外
金
融
』
名
古

屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
、
一
〇
〇
〜
一
〇
一
頁
）。

（
16
）
冷
戦
の
起
源
論
を
め
ぐ
っ
て
は
様
々
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
発
生
原
因
を
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
と
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
に

帰
す
る
単
一
原
因
論
で
説
明
で
き
る
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
第
二
次
大
戦
中
の
米
（
英
）
ソ
間
の
相
互
不
信
を
掻
き
立
て
る
一
連
の
出
来
事
や
、

大
戦
終
結
期
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
勢
力
圏
の
確
定
問
題
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
分
割
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
体
を
め
ぐ
る
問
題
を
め
ぐ
り
相
互
不

信
が
強
ま
り
、
こ
れ
ら
を
背
景
に
し
て
二
つ
の
声
明
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
が
具
体
化
し
て
い
っ
た
た
め
米
ソ
間
の
対
立
が
徐
々
に
強
ま
っ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
熱
戦
は
、
そ
の
発
生
と
終
結
の
時
期
を
特
定
で
き
る
が
、
冷
戦
は
発
生
と
終
結
に
時
間
的
な
幅
が
あ
り
、
ま
さ
に
そ
の
事
実
が
発

生
と
終
結
を
複
合
原
因
論
で
し
か
説
明
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
（
拙
稿
「
冷
戦
概
念
と
現
代
国
際
政
治
史
」
細
谷
千
尋
・
丸
山
直
起
編
『
ポ

ス
ト
冷
戦
期
の
国
際
政
治
』
有
信
堂
、
一
九
九
三
年
）。

（
17
）
拙
稿
「
現
代
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
政
策
─
構
造
と
理
念
の
変
容
─
」
二
一
三
頁
、
坂
本
正
弘
・
滝
田
賢
治
編
『
現
代
ア
メ
リ
カ
外
交
の
研
究
』

中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
年
。

（
18
）
一
九
四
七
年
秋
に
は
こ
れ
ら
三
ヵ
国
の
経
済
状
況
が
極
度
に
悪
化
し
て
い
た
。
即
ち
旱
魃
の
た
め
小
麦
を
中
心
に
穀
物
の
生
産
が
激
減
し
、
か

つ
国
際
収
支
の
悪
化
の
た
め
外
貨
不
足
に
よ
り
輸
入
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
上
に
、
こ
う
し
た
国
内
状
況
の
悪
化
を
背
景
に
共
産
党
の
動
き
も

激
し
さ
を
増
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
三
ヵ
国
か
ら
の
緊
急
要
請
に
よ
り
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
議
会
と
の
激
し
い
や
り
取
り
の
後
、
一
九
四
八
年
三
月

末
ま
で
に
中
国
［
国
民
政
府
］
も
対
象
と
し
て
総
額
五
億
二
二
〇
〇
万
ド
ル
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
議
会
と
妥
協
し
、
一
二
月
一
五
日
に
上
下
両

院
で
可
決
成
立
さ
せ
た
（FRU

S, 1947

）。
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ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
政
策
の
源
流
（
滝
田
）

（
19
）
島
田
巽
「
資
料
四；

一
九
四
八
年
対
外
援
助
法　

全
文
」『
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン:

米
国
の
対
外
援
助
政
策
』
朝
日
新
聞
、
一
九
四
九
年
。

U
nited States Congress, Congressional Record, 1948.

（
20
）Stephen D

. Cohen, T
he M

aking of U
nited States International Econom

ic Policy, Praeger Publishers, 1994. p. 46.

（
21
）
島
田
、
前
掲
書
。

（
22
）T

he U
nited States D

epartm
ent of Com

m
erce, A

 Supplem
ent to the Survey of Current Business: Foreign A

id 1940

─1951.  

な
お
、
一
九
九
一
年
当
時
の
経
済
企
画
庁
が
発
表
し
た
『
平
成
三
年　

年
次
世
界
経
済
報
告
』
で
も
同
じ
立
場
を
採
用
し
て
い
る
。

（
23
）『
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
事
典　

第
一
五
版
』（
第
七
巻
、八
八
一
頁
）は
一
九
五
一
年
一
二
月
と
い
う
説
を
と
っ
て
い
る
。
ま
たU

.S. A
id （Legislative 

Reference Service, Library of Congress, the U
nited States, 1959

）
と
、T

he R
ole of Foreign A

id in the D
evelopm

ent of O
ther 

Countries （U
niversity of Chicago, 1957

）
の
二
冊
を
基
に
し
た
翻
訳
書
の
板
垣
興
一
編
、
佐
藤
和
男
訳
『
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
政
策
』
は
、

一
九
五
二
年
六
月
説
を
と
っ
て
い
る
（
一
〇
三
頁
）。
ま
た
ギ
ャ
デ
ィ
ス
・
ス
ミ
ス
も
同
じ
説
を
と
っ
て
い
る
（Gaddis Sm

ith, T
he M

arshall 
Plan, in A

lexander D
eConde ed., “Encyclopedia of A

m
erican Foreign Policy”Ⅱ

, p. 543, Charles Scribner’s Sons, 1978

）。

（
24
）M

artin Schain, ed., T
he M

arshall Plan : Fifty Y
ears A

fter, Palgrave 2001.

（
25
）Gaddis Sm

ith, 

前
掲
書
。

（
26
）
丸
山
静
雄
編
『
ア
メ
リ
カ
の
対
外
援
助
政
策
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
六
六
年
、
三
七
頁
。
板
垣
興
一
編
、
佐
藤
和
男
訳
『
ア
メ
リ
カ
の

対
外
援
助
政
策
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
六
〇
年
、
一
〇
三
頁
。

（
27
）
板
垣
編
、
前
掲
書
、
一
〇
三
〜
一
〇
五
頁
。

（
28
）
丸
山
編
、
前
掲
書
、
三
七
頁
。

（
29
）
日
本
輸
出
入
銀
行
は
一
九
五
〇
年
に
設
立
さ
れ
、
一
九
五
七
年
よ
り
対
外
融
資
制
度
が
創
設
さ
れ
て
翌
五
八
年
よ
り
円
借
款
業
務
を
開
始
し
た

が
、
一
九
六
一
年
以
降
は
新
設
の
海
外
経
済
協
力
基
金
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｆ
）
が
こ
の
業
務
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
一
九
九
九
年
に
は
輸
銀
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｆ

が
統
合
し
た
国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
が
引
き
継
い
だ
が
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
以
降
は
海
外
経
済
協
力
業
務
は
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
が
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
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